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植物の生長における糖質関連分子の役割
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研究

概要
植物の生長に関わる糖質関連分子のメカニズムや役割を明らかにする

研究シーズの内容
近年、遺伝子・タンパク質に続く第 3の生命鎖として「糖鎖」に注目が集まっています。糖鎖をはじめと

する様々な糖質関連分子は、生物の発生や生長に深く関与していることが明らかにされてきています。

植物においても例外ではなく、糖質関連分子は植物の発生や生長にも深く関わっていることが考えられ

ます。本研究室では、植物の各発生・生長段階における糖質関連分子の挙動を調べることで、植物の

生長過程における糖質関連分子の役割を解明し、農作物の品質評価などに役立つ研究を行っていま

す。

図：分析から品質評価・品質管理までの過程

研究シーズの応用例・産業界へのアピールポイント
植物の発生・生長に関する知見をもとに、農作物の品質評価や品質管理に役立つ技術の開発を目指

します。
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